






われわれの経験した小児パラプレジア症例は,全例102例(男41例,女61例)で,そのうち当

院新生児センターに生後直ちに入院し初期治療を受け,以後両下肢麻痺を残したものは 79

例であった。 

79 例の,いわゆる myelomemingocele のうち,水頭症の合併は 56 例,71.8%で,特に開放性脊

髄々膜瘤の合併は 83,9%であった。 

各種原因によるパラプレジア 56例(112肢)について,1980 年 4月～11月の 8ヵ月にわたっ

て,年令 4歳 6ヵ月～19 歳 3 ヵ月(平均 8歳 5ヵ月)の症例の療育状況を調査した。 


